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へ さ地湊長役育三供をな葉飯宮 宮五さ
移引れ元地‘員灯＋ぇ象どf曼ーヘ当で月：風
動きたの区雌、 分、徴‘頭コち出日そ：正薫
゜続゜方の冗氏当、午す端一色瑾！冨旦妬る
大き 々各総子宜塁前喜閲ヽう石：向れ祭好
；骨 芦賃｛＼会責祭十観節喜メ開し宮斎が天
常宮 列、神会任を時を句ーの御閂嬰腐塁

-•紀枷-心--穂下れ市月
叫神た江ぇ五

舟冒゜閲日
山嘉骨；
野神 宮も
靡湊 との
r に 同日
'-鎮市一
加座神i‘
そす湊；恒
--,る 釘例
赤浜 浜の

. 会百

祭
斎
行

＊
宗
像

平
成
ノ
大
造
営

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

m
[叫
叩

ノ
島
と
関
連
遺
産
群
』
を
本
年
の
候
補
に

し
よ
う
と
推
薦
書
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
国
内
選
考
が
七
月
に
は
決
定
す
る
た

め
に
、
福
岡
県
、
宗
像
、
福
津
市
を
中
心
に

活
発
な
活
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
は
大
変
名

誉
な
こ
と
で
あ
る
ア
将
来
、
世
界
遺
産
登

録
と
な
れ
ば
地
域
に
と
っ
て
は
大
き
な
経

済
効
果
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
世
界

遺
産
の
本
来
の
目
的
は
登
録
資
産
を
大
切

に
保
存
し
続
け
る
こ
と
に
あ
る
。
特
に
沖

ノ
島
は
古
代
よ
り
連
綿
と
し
て
現
在
ま
で

信
仰
が
続
き
、
先
人
の
努
力
に
よ
り
守
り

続
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
価
値
が
あ
る

と
共
に
、
我
々
は
こ
れ
を
守
っ
て
い
く
義

務
が
あ
る
▼
宗
像
で
生
ま
れ
育
っ
た
子
ど

も
た
ち
が
地
元
に
誇
り
と
郷
土
愛
を
持
て

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
未

来
へ
の
継
承
手
段
と
し
て
世
界
遺
産
登
録

す
る
の
が
目
的
で
あ
り
、
観
光
目
的
で
は

な
い
の
が
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
の
登
録

活
動
の
特
徴
で
あ
る
。
当
然
、
地
域
へ
の

来
訪
者
は
多
く
な
る
の
で
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
始
め
受
け
入
れ
体
制
に
は
多
く
の
課
題

も
あ
る
が
、
宗
像
は
神
道
の
原
点
で
あ
る

自
然
崇
拝
を
通
し
て
の
日
本
人
の
信
仰
形

態
が
色
濃
く
残
る
場
所
で
あ
る
。
宗
像
大

社
に
参
拝
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
頂
け
る

よ
う
に
＿
層
の
境
内
の
清
浄
や
整
備
、
職

員
の
丁
寧
な
応
対
が
望
ま
れ
る
。
（
幹
）

神具・装束・授与品
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ひ
も
ろ
ぎ

2
緑
樹
を
依
代
と
す
る
神
籠
祭
場

日
で
、
そ
の
前
庭
に
浜
宮
祭
と
同
じ

月

v

神
撰
を
供
え
、
午
前
十
一
時
、

曜1
浜
宮
祭
参
列
者
に
加
え
、
江
口

紅
区
長
、
福
岡
県
立
少
年
自
然
の

7
家
「
玄
海
の
家
」
の
関
係
者
ら
地

年2
 

成
元
の
方
々
が
参
列
さ
れ
る
中
、

平

五
月
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
同
宮

[
は
釣
川
の
河
口
に
鎮
座
し
、
海
か

[
 一

ら
の
浜
風
が
往
時
の
「
濱
殿
」
を

f
 一

紡
彿
と
さ
せ
る
心
地
良
い
祭
典

[
 

t
 

像
一
と
な
っ
た
。

祭
典
終
了
後
、
五
月
寮
で
直

A
 

T
 

K
A
会
が
行
わ
れ
、
奉
仕
者
並
び
に

A
 

U
N
参
列
者
一
同
、
御
神
木
で
あ
る

M
 楢

の
葉
が
し
か
れ
た
折
敷
に
盛

宗

ら
れ
た
赤
飯
．
が
め
煮
．
粽
．
―

ガ
メ
の
葉
鰻
頭
を
古
式
ゆ
か
し
一

句
＜
栗
箸
で
頂
き
な
が
ら
、
神
人
一

発日
和
楽
の
一
時
を
過
ご
し
た
。

ー

毎
稲
の
成
長
を
予
祝
す
る
神

月午
事
で
も
あ
る
こ
の
五
月
・
浜
宮

可-
l＝ロ便

祭
が
終
わ
る
と
、
神
郡
宗
像
で

物郵種
は
田
植
え
の
準
備
が
は
じ
ま
り
、

=_ 
頃
一
面
の
水
田
に
早
苗
が
影
を
浮

2
か
べ
な
が
ら
夏
へ
と
木
々
も
緑

号5
 

6
 
第
を
深
め
て
い
く
。

大
型
連
休
中
の
五
月
ニ
ニ
―
口
下
、
大
島
に
出
向
し
た
神
職
・
巫
二
参
拝
者
で
う
め
ら

日
、
沖
津
宮
・
中
津
宮
の
春
季
大
―
女
ら
の
奉
仕
に
よ
り
、
大
祭
に
先
：
れ
、
本
殿
前
に
は
大

祭
が
斎
行
さ
れ
、
新
緑
眩
し
い
一
立
ち
地
主
祭
、
宵
宮
祭
が
沖
津
：
島
の
各
漁
船
か
ら
の

な
か
島
内
は
も
と
よ
り
、
島
外
二
呂
遥
拝
所
と
中
津
宮
本
殿
に
お
二
献
魚
を
は
じ
め
野
の

か
ら
も
多
く
の
参
拝
者
を
迎
え
二
い
て
執
り
行
わ
れ
た
。
二
辛
、
献
酒
が
供
え
ら
鐸

旨

筑
前
大
島
で
盛
大
に
執
り
行
わ
一
三
日
は
午
前
八
時
半
よ
り
宣
れ
た
。
宮
司
の
祝
詞
安

れ
＝8に
は
、
境
内
の
装
飾
、
直
げ
[
[
日
い
い
[
[

□
『
い
:
]
[
i

会
等
の
諸
準
備
が
整
え
ら
れ
‘
[
鎮
座
す
る
摂
社
御
嶽
神
社
に
て
二
奉
幣
使
の
河
辺
幹
中

境
内
は
清
新
な
瑞
気
に
満
ち
て
二
春
季
大
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
二
大
氏
が
祭
詞
奏
上
、
巫
女
に
よ
」
降
雨
の
影
響
で
や
む
を
得
ず
中

い
た
。
夕
刻
に
は
高
向
宮
司
以
，
同
九
時
よ
り
は
沖
津
宮
春
季
：
り
浦
安
舞
が
奉
奏
さ
れ
、
各
代
丁
止
と
な
っ
た
。

大
祭
が
島
北
側
岩
瀬
の
沖
津
宮
二
表
者
、
ま
た
崇
敬
者
多
数
が
玉
一
尚
、
こ
の
大
祭
は
旧
暦
の
三
月

逢
拝
所
に
て
斎
行
さ
れ
、
海
上
」
串
拝
礼
を
行
っ
た
。
引
き
続
き
丁
干
四
・
十
五
日
と
定
め
ら
れ
て
い

五
十
キ
ロ
先
の
沖
津
宮
を
遥
か
二
晶
向
宮
司
よ
り
昨
年
の
海
の
幸
・
：
る
。
島
民
の
多
く
が
従
事
す
る
、

に
拝
し
、
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
、
一
野
の
幸
多
数
奉
納
者
に
、
感
謝
ご
漁
業
も
漁
止
め
と
さ
れ
、
島
民

浦
安
の
舞
も
奉
奏
さ
れ
た
。
五
仏
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
祭
丁
上
げ
て
斎
行
さ
れ
て
お
り
、
大

続
い
て
同
十
一
時
、
中
津
宮
に
一
典
は
厳
粛
裡
に
お
さ
め
ら
れ
た
。
一
祭
準
備
に
は
沖
中
両
宮
奉
賛
会

お
い
て
春
季
大
祭

T

午
後
一
時
一
（
会
長1
1沖
西
敏
明
氏
）
、
同
翼

が
斎
行
さ
れ
、
神
氏
半
よ
り
予
定
二
賀
会
（
会
長

1
1

遠
藤
三
保
氏
）
、

夫幹
i

職
、
氏
子
奉
幣
使
辺

6
さ
れ
て
い
た
二
同
敬
神
婦
人
部
（
部
長

1
1
河
辺

河

ら
が
本
殿
へ
参
恒
例
の
奉
納
二
但
子
氏
）
の
皆
様
に
連
日
御
奉
仕

使

進
。
境
内
は
島
内
五
子
供
相
撲
は
、
一
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
紙
面
を
借
り

子

外
よ
り
多
く
の
氏
早
朝
か
ら
の
」
篤
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

沖
津
宮
・
中
津
宮
春
季
大
祭
斎
行

S

筑
前
大
島
で
五
穀
豊
穣
と
豊
漁
を
祈
念S
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一宗
像
大
社
奨
学
金
受
給
生
奉
告
祭

第
五
十
六
期
を
迎
え
、
受
給
生
は
延
ベ
ー
4に

史
、
制
定
目
的
、
規
定
、
f
c
J
`
口
]
ロ
ー
高
高
ロ
ニ
ロ
ニ
｀
口

[
I


受
給
方
法
等
に
つ
い
て
の
ー
椎
一
像
一
陵
一
像
一
岡
い
一
宮
＿
〖
工

説
明
が
行
わ
れ
た
。
ェ
i

I
)

—
大
一

立
エ
一

そ
の
後
、
生
徒
一
人
一
日
香
一
宗
光
宗
一
福
県
一
新
福
玄
一

四
月
二
十
九
日
（
昭
和
の
日
）
、
：
の
新
受
給
生
二
十
名
で
第
丁
八
が
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
作
文
を
執

□

中
中
一
中
中
一

＾
―
-
五
崎
一

学
金
受
給
生
奉
告
祭
が
斎
行
二
九
十
六
期
生
と
な
り
、
延
べ
人
数
]
率
し
、
書
き
終
え
た
生
徒
か
ら
竺

I
I
L
l
-
I
I

一
東

I
I

一
助I

I

屋
＿I
I


竺
一
城
＿
河
一
自
津
＿

さ
れ
、
本
年
度
の
受
給
生
が
ご
こ
ほ
九
一
三
人
に
の
ぼ
る

0

i
奨
学
金
支
給
を
受
け
、
境
内
を
―

佑
＜
玖
也
ょ
世
明
篇

O
O大
こ
恰
香
介
奈

字
み
美
真
一
り
梨
史
＿
ヵ
果
乙
達
な

5遼
綾
之
莉

神
前
に
参
集
し
た
。
尚
、
今
年
度
一
当
日
は
宗
像
・
福
津
両
市
；
あ
と
に
し
た
。
（
こ
の
作
文
は
『
奨
一

内
よ
り
受
給
生
約
」
学
生
作
文
の
御
紹
介
』
と
し
て
幸
一
一
な
―

六
十
人
が
保
護
者
二
試
面

6

ペ
ー
ジ
に
て
掲
載
）
J
J
-
永
一
光
田
一
上
村
木
崎
田
一

玉
璽
倉
権
村
吉
白
一
宮
花

と
と
も
に
参
集
。
一
当
大
社
の
奨
学
金
制
度
は
、

5

t
 
.. 

••9 

＾
さ
：
＿
＿
、

0
マ
・
▼

午
前
十
一
時
か
ら
：
昭
和
三
十
四
年
の
今
上
陛
下
御

の
昭
和
祭
に
参
列
二
収
婚
を
奉
祝
し
て
制
定
さ
れ
、
一
い
る
。
現
在
で
は
宗9
了
よ
空L
JI
I

後
、
奉
告
祭
が
斎
二
翌
年
の
昭
和
三
十
五
年
第
一
期
＂
像
・
福
津
市
内
十

行
さ
れ
た
。
有
為
：
生
と
し
て
宗
像
市
・
郡
内
の
中
二
子
校
よ
り
各
校
二

な
人
材
に
な
る
事
二
学
校
出
身
者
（
当
時
は
六
中
学
二

9

つ
選
定
し
三
年

を
御
神
前
に
誓
っ
て
口
校
）
に
さ
れ
今
日
に
っ
て
二
文
給
し
て
い
る
。

く
れ
た
事
と
思
う
。

祭
典
後
は
清
明

殿
で
選
定
書
授
与

式
と
説
明
会
が
行

わ
れ
、
高
向
宮
司
か

ら
宗
像
大
社
奨
学

金
選
定
書
が
生
徒

の
代
表
に
授
与
さ

れ
、
担
当
神
職
よ
り

こ
の
奨
学
金
の
歴
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ぶ

4

一
氏
八
満
神
社
御
鎮
座
·
幽

5雷
m
鵬
え
、
再
び
田
島
地
区
を
御

日
}
i
神
幸
、
正
午
過
ぎ
に
は
田

暉
―
春
祭
に
併
せ
奉
祝
祭
斎
行
島
公
民
館
に
到
着
し
頓
宮

竺
当
大
社
が
鎮
座
す
る
田
島
地
二
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
た
。
」
祭
が
斎
行
さ
れ
、
終
了
後
に
は

6
p
区
の
氏
神
様
を
祀
る
氏
八
満
神
一
当
日
は
小
雨
の
降
る
中
で
は
二
鎮
座
四
五

0
年
を
祝
い
盛
大
に

月
｛7

i
一
社
、
本
年
は
鎮
座
四
五
0

年
と
：
あ
っ
た
が
、
午
前
九
時
半
、
高
向
二
唄
会
が
行
わ
れ
た
。
午
後
二
時

年
一1

芦
ぃ
う
奉
祝
の
年
に
あ
た
る
こ
と
二
呂
司
と
神
職
一
名
に
よ
り
出
御
こ
」
、
御
神
璽
を
本
殿
へ
お
返
し
す

｛
か
ら
、
凡
そ
一
年
を
か
け
て
御
」
祭
・
鎮
座
四
五

0
年
祭
を
斎
行
、
：
る
還
御
祭
を
斎
行
、
奉
祝
の
記

―
i
神
輿
の
装
飾
や
太
鼓
、
子
供
た
，
装
飾
新
た
な
神
輿
に
御
神
璽
が
]
念
す
べ
き
春
祭
り
を
恙
無
く
終

一
ち
の
半
被
等
が
新
調
さ
れ
、
四
二
奉
安
さ
れ
た
。
白
衣
・
白
袴
を
一
え
る
事
が
で
き
た
。

一
月
十
九
日
、
春
の
例
祭
に
併
せ
一
着
け
た
田
島
区
長
・
氏
子
の
方
々
一
地
域
の
氏
神
様
に
対
す
る
厚

泉
一
奉
祝
祭
が
田
島
区
長
を
は
じ
め
こ
に
続
き
、
真
新
し
い
半
被
に
袖
を
一
い
崇
敬
心
の
も
と
、
一
年
を
か
け

一
｛
氏
子
の
方
々
が
参
列
す
る
中
、
こ
迪
し
た
児
童
達
が
リ
コ
ー
ダ
ー
ニ
し
準
備
さ
れ
て
き
た
氏
子
の
方
々

]
ー
、3

の
音
色
を
響
か
せ
な
が
ら
列
：
に
は
、
無
事
に
終
え
た
安
心
か

を
組
み
、
賑
々
し
く
御
神
幸
：
ら
か
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い
た
。

ぷ

[
`
`
`
0
日
汀
]
ロ

宗
像
大
社
菊
花
会

玄
海
小
・
中
学
校
に
菊
資
材
を
贈
呈

去
る
五
月
一
日
、
宗
像
市
立
一
で
登
校
し
、
水
か
け
な
ど
を
行

玄
海
小
学
校
体
育
館
に
て
、
今

□
ぃ
、
育
て
る
の
が
大
変
難
し
い
菊

年
で
十
七
年
目
と
な
る
恒
例
の
一
作
り
を
通
し
て
命
の
大
切
さ
や

菊
資
材
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
一
二
思
い
や
り
の
心
を
学
ん
で
い
る
。

ー
六
年
生
ま
で
の
児
童
九
十
五
一
十
一
月
に
は
校
内
に
て
菊
花

口
冥
g
-
]
[
]
]
]
]
』

ん
で
お
り
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
「
匠
の
会
（
会
長
1
1

小

並
範
義
氏
）
」
を
始
め
、
地
元
・

i
f
に

P
T
A
・
教
諭
一
丸
と
な
っ
て

支
援
し
て
い
る
。
こ
の
趣
旨
に

ロ
劇

宗
像
大
社
菊
花
会
も
賛
同
し
、

菊
の
肥
料
や
資
材
を
寄
贈
し
て
1

陥

い
る
。三

・
四
年
生
は
小
菊
、
五
・
六

年
生
は
大
菊
、
さ
ら
に
一
昨
年
t
-

よ
り
中
学
一
年
生
も
菊
作
り
を

始
め
て
お
り
、
夏
休
み
も
交
代
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平
成
二
干
七
年
度

ー
氏
子
会
総
代
総
会
開
催

五
月
十
八
日
、
今
年
度
第
一
一
度
の
事
業
・
予
算
案
が
審
議
さ

回
目
と
な
る
氏
子
会
総
代
総
会
：
れ
、
す
べ
て
の
議
事
が
承
認
さ
れ
、

が
置
鮎
会
長
以
下
九
十
二
名
出
：
ま
た
、
氏
子
会
事
業
へ
の
更
な
る

席
の
下
、
ま
た
来
賓
と
し
て
阿
こ
J
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
。

一一
部
弘
樹
・
伊
豆
美
沙
子
・
吉
武
一
最
後
に
本
年
度
よ
り
総
代
・

一
邦
彦
県
議
会
議
員
に
も
ご
臨
席
二
評
議
員
に
新
た
に
ご
就
任
頂
い

i
い
た
だ
き
、
清
明
殿
に
て
開
催
こ
に
方
々
へ
の
委
嘱
状
贈
呈
式
が

象
一
さ
れ
た
。
一
行
わ
れ
、
該
当
者
を
代
表
し
て

置
鮎
会
長
を
議
長
に
、
前
年
こ
岬
地
区
の
吉
村
三
郎
評
議
員
に

竺
Kの
事
業
・
決
算
報
告
、
本
見
置
鮎
会
長
よ
り
委
嘱
状
が
手
渡

A
ｷ
 

U

さ
れ
、
総
会
は
無
事
に
終
了

N’ 
M
 

し
た
。

' 
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久
次

-
m
今
一

一
神
宮
鼠
ク
J
“
→

-
I
l
l零
斉

a
"

一
畿
衿
1
A

の
●
債
r

一
檜
”

1
一
．
汲
事

』
．

―
-
m

会
の

』

今
回
の
「
昇
龍
」
は
高
さ
約

四
十
セ
ン
チ
あ
り
、
目
に
使
わ
れ

、
た
オ
ニ
キ
ス
以
外
は
全
て
ア
ワ
ビ

宗
像
市
大
島
で
貝
細
工
を
奉
二
り
貝
殻
で
出
来
て
お
り
、
背
面

ア
ワ
ビ
の
貝
細
工
納
さ
れ
、
此
の
二
服
等
に
は
、
宗
像
大
社
三
宮
、

を
製
作
さ
れ
て
い
度
で
父
子
二
代
二
玄
界
灘
を
表
現
し
配
置
・
色
彩

る
沖
西
牛
男
氏
に
わ
た
る
奉
二
等
細
部
に
わ
た
る
繊
細
な
技
術

が
去
る
五
月
二
日
、
納
と
な
っ
た
。
：
と
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。
牛

「
昇
龍
」
と
名
付
奉
納
さ
れ
た
」
男
氏
は
「
親
子
二
代
で
奉
納
が
で

け
た
作
品
を
当
「
昇
龍
」
は
一
：
き
て
荷
が
下
り
た
。
こ
れ
以
上

大
社
に
奉
納
さ
れ
度
神
前
に
供
：
な
い
龍
が
出
来
た
と
思
う
」
と
語

た
。
同
氏
は
伊
勢
宣
ぇ
、
同
氏
御
夫
：
ら
れ
た
。

の
神
宮
を
始
め
全
ー
け
ぃ
”
し
．
妻
参
列
の
も
一
奉
納
さ
れ
た
「
昇
龍
」
は
約

国
の
お
社
に
も
奉
納
を
さ
れ
て
丁
こ
奉
納
奉
告
祭
を
斎
行
、
祭
典
―
一
ヶ
月
祈
願
殿
・
祈
願
者
待
合

お
り
、
ま
た
同
氏
の
父
・
保
幸
氏
二
伎
に
は
高
向
宮
司
よ
り
感
謝
状
]
主
に
置
か
れ
、
お
参
り
の
方
々
の

に
お
か
れ
て
も
当
大
社
に
龍
の
：
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

□
日
を
も
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

平
成
二
十
七
年
度

宗
像
大
社
春
季
奉
納
囲
碁
大
会

四
月
二
十
六
日
（
日
）
宗
像
本
己
段
を
六
人
一
組
に
別
け
、
各
組
ご
二

因
坊
戦
（
五
・
六
段
者
）
、
宗
像
大
丁
こ
に
優
勝
者
を
決
定
し
た
。
宗
一

社
奉
納
囲
碁
大
会
（
初
段
ー
五
こ
像
本
因
坊
戦
は
、
そ
の
年
の
実
カ
一

段
）
が
宗
像
・
福
津
両
市
内
か
ら
丁
ア
ン
バ
ー
ワ
ン
を
決
め
る
大
会
一

~. 

一
五
五
名
が
参
集
し
、
斎
館
・
清
二
で
、
五
、
六
段
の
高
段
者
十
三
名
一

明
殿
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
」
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
で
行
1
r

囲
碁
大
会
は
二
十
五
組

□い
、
熱
戦
の
末
、
村
社
好
男
氏
一
●

一
四
二
名
が
参
加
し
初
段
ー
五
二
六
段
）
が
優
勝
を
果
た
し
た
。
一

沖
西
牛
男
氏
（
大
島
在
住
）

貝
細
工
「
昇
龍
」
を
奉
納
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五
0
、

0
0
0
円

直
方
市

直
方
市

二
五
、
0
0
0
円

直
方
市

直
方
市

1
0、
0
0
0
円

長
門
市

長
門
市

広
島
市

宗
像
市

五
、0
0
0
円

茨
木
市

北
九
州
市

京
都
市

呉
市

下
関
市

練
馬
区

浜
松
市

福
岡
市

福
岡
市

防
府
市

宗
像
市

横
浜
市

横
浜
市

四
、
0
0
0
円

宗
像
市

G
E
O
_
K
 

三
、0
0
0
円

札
幌
市

二
、
0
0
0
円

糸
島
市

國
分
田
中
達

山
下
和
彦

目
原

目
原

目
原

目
原

一
美

大
平
美
恵

山
本
彩
加

田
辺
賢

吉
田
美
佐
子

占
部
博

北
村
博
之

山
田
豊
子

木
村
真
也

中
谷
則
子

宗
像
彰
、
慎
奈

村
松
美
智
代

鈴
木
須
美
子

堀
江
博
子

久
保
孝
二
郎

後
藤
捷
二
郎

小
阪
志
の
ぶ

小
阪
裕
司 敏

子
芳
雄

明
子

健
夫

牛
男

丸
井
定

糸
島
市

う
き
は
市

大
分
市

大
木
町

大
阪
市

岡
垣
町

古
賀
市

那
珂
川
町

中
野
区

直
方
市

直
方
市

福
岡
市

福
津
市

宮
城
県

國
分
浩
一

田
中
聖
ニ

竹
中
千
映

八
山
義
博

村
瀬
君
夫

松
永
文
孝

竹
村
美
佐
紀

西
住
喜
一
郎

戸
川
二
郎

増
田
フ
ジ
子

増
田
由
美
子

藤
田
和
彦

川
崎
五
生

平
間
勉

,'’“ 
一
嶺
俊
光
一
花
田
孝
浩

―
郭
郁
三
―
浜
田
修
一

＿
田
村
政
則
一
久
田
龍

―
中
野
順
一
小
田
篤

一
安
部
芳
英
―
西
ノ
原
功
三

一
古
賀
智
己
一
平
原
聡

―
永
島
史
章
一
藤
原
誠

一
榊
一
明
一
久
田
龍
幸

一
堀
江
裕
明
一
吉
武
倫
彦

一
権
田
健
一
一
磯
部
輝
美

一
沼
田
敏
一
一
七
田
勝
雅

宗像大社奨学金受潅合生:1乍文：従｝介~

「奨学金受給生として」

福岡高等学校二年西村優梨香

私は一年前からこの奨学金を受給し始めました。

この一年間は本当に充実していました。福岡高校と

いう学校に入学して、大変なこともつらいことも

多くありました。勉強が難しく、成績が思うように

伸びなゃんだことや部活がうまくいかなくて落ち

込んだりしたこともありました。しかし、毎年ニ

回、受給するために宗像大社を訪れたときには、ど

んなに苦しくてもどんなにつらくても自分は直接

出会うことはない宗像市の人々から支えていただ

いているのだと、周りでいつも見守ってくれる人

がいるのだと、そして宗像の神様に見守られ、背中

を押されているのだと強く感じることができたと

ともに感謝の気持ちで胸がいっぱいになりました。

私がこの高校一年生という時間を全力でかつ有意

義に過ごせたのにはこの奨学金も大きく関係して

いると思います。

今日という日を境にまた新たな一年が始まりま

す。これからさらに勉強は難しく、部活は忙しくな

るでしょう。しかし、またつらく苦しい時期がきた

ときには一度立ち止まってこの奨学金のことを考

えたり、周囲に目を向け、気持ちを切り替え努力を

積み重ねていこうと思います。

そして近い未来、私を育ててくれた宗像に恩返し

ができるような人になるためにまたこの一年を全

カで過ごしていこうと思います。

「沖ノ島と関連遺産群について」

宗像高等学校二年福崎陸

僕の住んでいる宗像には、世界に誇るべき

遺産があります。「沖ノ島と関連遺産群」です。

僕が生まれるずっと、ずっと前の歴史が今も
残っているのです。

沖ノ島の遺跡は今から千年以上も前に行

われていた祭祀遺跡です。ここからは土器

や装飾品など数多くの品が見つかりました。

僕は昔の人が千年以上後にも残るような土

器や装飾品を作る技術を持っていたことに

驚きました。科学技術の進歩が著しい現在で

も、千年も先の未来に残る物をつくることは

難しいのではないかと思います。それほど

昔の人はものづくりの技術が優れていたの

だと思いました。また、出土した約八万点の

奉献品もすべて国宝に指定されていること

もすごいと思いました。これは、奉献品一つ

一つが日本にとって大事な文化遺産である

ことを証明しているのだなと思います。

僕はこんなにもすばらしい文化遺産が宗

像にあることを誇りに思っています。地域

の人たちだけでなく、日本中、世界中の人々

に沖ノ島のことを知ってもらいたいです。

そしていつの日か、日本中の人がみな、世界

に誇れるような文化遺産になることを願っ

ています。
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宗
像
市
宮
田
山
本
静
子
[

f
)
ん
ず
い

権
卒
と
は
鳥
か
と
思
え
ば
木
の
名
と
て
ミ
ツ
バ
ウ
ツ
ギ
科
実
物
見
た
し
~

紅
い
実
の
生
る
権
幸
を
作
者
同
様
見
て
み
た
い
。
海
に
は
ゴ
ン
i

ズ
イ
と
い
う
名
の
魚
も
い
る
。
初
句
〈
権
幸
は
〉
に
。
一

宗
像
市
日
の
里
秋
吉
嘉
範
一

招
か
れ
し
新
宿
御
苑
観
桜
会
総
理
の
も
と
に
叙
勲
者
集
ふ
[

晴
れ
の
日
を
記
録
す
る
一
首
。
桜
の
美
し
さ
や
そ
の
場
の
情
景
i

一
も
別
に
詠
み
、
連
作
に
さ
れ
て
は
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
~

聴
覚
も
視
覚
も
衰
へ
弾
き
語
り
つ
琵
琶
盲
僧
の
浄
満
さ
ん
が
顕
つ
一

・
聴
覚
・
視
力
が
弱
っ
た
が
、
耐
え
て
弾
き
語
り
を
す
る
作
者
。
~

一
結
句
〈
浄
満
さ
ん
を
思
ひ
〉
に
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀
[

花
冷
え
に
イ
ン
ス
タ
ン
ト
の
あ
つ
あ
つ
の
味
噌
汁
を
飲
み
一
息
つ
き
ぬ
[

桜
の
頃
に
は
時
に
冷
え
る
日
が
あ
る
。
花
冷
え
と
イ
ン
ス
タ
ン
i

L
卜
の
味
噌
汁
の
取
り
合
わ
せ
が
今
日
的
で
説
得
力
が
あ
る
。
[

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
~

ひ
と
り
来
れ
ば
氏
貞
公
の
墓
寒
し
旧
正
月
の
木
立
の
中
に
一

＇
宗
像
氏
最
後
の
領
主
氏
貞
公
の
波
乱
に
満
ち
た
生
涯
を
思
う
作
[

一
者
か
。
そ
の
思
い
が
三
句
に
籠
っ
て
い
る
。
~

宗
像
市
多
膿
早
川
祥
三

も
ど
れ
な
い
島
を
つ
く
り
し
國
な
れ
ど
自
虐
の
民
の
つ
く
り
し
島
よ
一

島
名
が
分
か
ら
な
い
と
鑑
賞
が
で
き
な
い
歌
。
こ
の
歌
の
一
番
[

大
切
な
部
分
な
の
で
、
島
の
名
を
入
れ
て
再
考
を
。
一

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

-
“
細俳

句
r作
品
集

宗
像
市
多
濃
早
川
祥

初
刈
り
の
若
布
と
と
の
う
贄
の
島

宗
像
市
武
丸
白
土
凌

小
川
と
て
春
を
迎
え
て
喜
ば
ん

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

久
末
ダ
ム
の
め
ぐ
り
に
桜
咲
き
初
め
て
君
は
見
す
る
と
腕
と
り
く
る
る

体
を
支
え
て
桜
を
見
せ
よ
う
と
す
る
〈
君
〉
へ
の
感
謝
が
籠
る
。

ダ
ム
の
名
が
効
い
て
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
る
。

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

ひ
と
ご
と
の
ご
と
く
に
話
し
て
い
た
れ
ど
も
い
つ
当
事
者
に
な
る
か
も
知
れ
ぬ

そ
の
通
り
だ
と
相
槌
を
打
つ
。
何
の
当
事
者
な
の
か
が
分
か
る

と
更
に
切
実
さ
が
出
る
だ
ろ
う
。

北
九
州
市
門
司
区
北
野
カ
ズ
ミ

め
ん
だ
う
な
メ
ー
ル
を
や
め
て
電
話
に
し
そ
の
声
に
知
る
嫁
の
風
邪
ひ
き

，
＇
メ
ー
ル
は
苦
手
な
の
で
、
共
感
す
る
。
電
話
で
な
ら
声
で
分
か

る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
発
見
が
良
い
。

宗
像
市
池
田
森
龍
子

満
開
の
桜
よ
昨
夜
の
吹
き
降
り
に
無
念
と
思
ふ
ま
で
に
散
り
敷
く

桜
が
一
夜
で
散
る
悔
し
さ
。
二
句
〈
桜
が
ー
〉
と
し
四
句
切
れ
に
。

q
四
句
・
結
句
〈
土
に
散
り
敷
く
無
念
な
る
ま
で
〉
。

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

ス
ポ
ン
ジ
の
上
ゆ
く
ご
と
く
髪
ゆ
ら
す
新
女
子
社
員
に
は
や
初
夏
の
風

三
句
以
下
が
爽
や
か
で
魅
力
的
。
初
・
ニ
句
は
弾
む
よ
う
に
歩

く
比
喩
と
し
て
は
や
や
疑
問
。

選
者
詠

関
西
と
九
州
の
こ
と
ば
ひ
び
き
あ
ひ
肥
後
黒
川
の
露
店
湯
ま
ひ
る

ば
人
ま
つ
り

な
に
も
か
も
も
う
遅
す
ぎ
る
と
お
も
ふ
夜
半
窓
を
あ
け
れ
ば
蕃
茉
莉
の
香 ー

戸
豆
汀
汀
昇

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出
場
し
、
な
ん
と
か
完
走
し

ま
し
た
。
約
ニ
ヶ
月
前
に
練
習
を
開
始
。
膝
に

負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
歩
く
こ
と
か
ら
は
じ

め
、
徐
々
に
走
る
距
離
を
増
や
し
、
開
始
直
後

に
三
桁
の
大
台
に
乗
っ
て
い
た
体
重
も
、
ニ
ヶ
月

経
っ
た
現
在
で
は
八
十
キ
ロ
台
へ
と
落
ち
ま
し
た

竺
ぁ
ー
苦
し
い
、
き
つ
い
、
も
う
二
度
と
走
る

も
ん
か
…
」
走
っ
て
い
る
最
中
は
常
に
こ
ん
な
思

い
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
ゴ
ー
ル
出

来
た
の
は
炎
天
下
の
な
か
沿
道
で
応
援
し
て
下

さ
っ
た
皆
様
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

小
さ
な
子
供
達
の
声
援
で
し
た
。
地
道
に
練
習

を
し
た
成
果
も
も
ち
ろ
ん
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
レ
ー
ス
後
半
の
疲
れ
き
っ
た
時
の
「
頑

張
れ
」
の
声
は
心
に
泌
み
、
止
ま
り
そ
う
な
足
ヘ

の
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
て
個
人
ス
ポ
ー
ツ
、

自
分
と
戦
う
ス
ポ
ー
ツ
で
、
最
後
は
他
人
の
カ

に
救
わ
れ
ま
し
た
。
人
と
人
の
繋
が
り
、
力
を

実
感
し
た
そ
ん
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
▼
次
は

十
＿
月
の
福
岡
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
し
ま
す
。
（
当

選
す
れ
ば
）
応
援
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
（
鈴
）

所
〒
八
―

-
l
―
二
五0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話

(
O九
四
0
)六
ニ
ー
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
藉
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
・
鈴
木
祥
裕

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

-油k雀U届.. 

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

1 ・ 15日月汲祭
午前10時～

高宮祭

第二宮・第三宮祭

引き続き

宗像護国神社祭

月命日祭(1日）

巡拝(15 日）

午前 11 時～

総社祭

浦安舞奉奏(1日）

豊栄舞奉奏（ 15 日）




